講演者について

辻野 晃一郎　氏（つじの こういちろう）は日本の技術者、Google日本法人元代表取締役社長。学位は工学士および工学修士（慶應義塾大学・1984年卒）カリフォルニア工科大学・1988年）
略歴
· 1957年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/7%E6%9C%8810%E6%97%A5" 7月10日 - 福岡県

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E4%B9%9D%E5%B7%9E%E5%B8%82" 北九州市生まれ 

· 1982年3月 - 慶應義塾大学

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B7%A5%E5%AD%A6%E9%83%A8" 工学部卒業 

· 1984年3月 - 慶應義塾大学大学院工学研究科修了 

· 1984年4月 - ソニー株式会社入社 

· 1988年6月 - カリフォルニア工科大学大学院電気工学科修了 

· 2006年3月 - ソニー株式会社退社 

· 2007年4月 - Google入社 

· 2009年1月 - Google日本法人代表取締役社長 

· 2010年4月 - Google退社 

· 2010年11月 - アレックス設立・代表取締役社長兼CEO 

著書
· グーグルで必要なことは、みんなソニーが教えてくれた ISBN 978-4-10-328821-3 

ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ
1957年福岡県生まれ。84年に慶応義塾大学大学院工学研究科を修了し、同年ソニーに入社。同社の海外留学制度により渡米し、88年にカリフォルニア工科大学大学院電気工学科を修了。VAIO、スゴ録、コクーンなど、ソニーの主力商品を次々と生み出す。2006年3月にソニー退社後、翌年、グーグルに入社。2009年1月にグーグル日本法人代表取締役社長に就任、グーグルの日本市場における成長に寄与した。2010年4月にグーグルを退社し、アレックス株式会社を他のメンバーと共に創業。現在、代表取締役社長兼CEOを務める。著書に、『グーグルで必要なことは、みんなソニーが教えてくれた』(新潮社、2010年11月22日)。

ＩＩＲ (慶応義塾大学国際関係会)　特別講演：オープンセミナー

今回のゲスト辻野晃一郎氏は、SONYでVAIOの開発などで名をはせ、その後Google社
日本法人トップとしてグローバル経営に携わりました。このたび日本の匠の技とその商品を世界に紹介・販売する新会社、ALEXを立ち上げました。

日本とアメリカの2大IT企業における経験を持つ辻野氏に「これからの日本の進む道とは？」「今、必要な人材とは？」などについてお話いただきます。
 
日時：　　 6月18日（土）16：00-17：25

場所：　　 慶應義塾大学三田キャンパス西校舎519号教室（地図13番）

ゲスト：　（株）ALEX代表取締役社長辻野晃一郎氏
  　　　　　（前Google日本法人代表取締役社長）
  　　　　【著書】『グーグルで必要なことは、みんなソニーが教えてくれた』
  　　　　　　(新潮社2010年11月22日)

テーマ：　　「大震災後の日本 -- 今、私たちがすべきこと」
 　　　　　　　（国際的に情報発信する人材とは）

会費：　3千円（今回の会費の10％を義援金として被災地復興に役立てます。）

お申込みは岩田までメールでお願い申し上げます。
e-mail; h-k-iwata@nifty.com
